
会場　　愛知県蒲郡市竹島町

　蒲郡商工会議所　＆　ホテル竹島

開催日　Ｈ１７年（２００５年）５月２８日（土）

次第

①12:30～ 総会受付開始（蒲郡商工会議所）
　②13:00～14:00 支部長会
　③14:15～15:15 講演会
　　（万博ﾄﾖﾀｸﾞﾙｰﾌﾟ館に出展する一人乗りﾋﾞｰｸﾙ
　　　の開発責任者　ﾄﾖﾀ自動車の加藤喜昭氏を予定）
　④15:30～17:00 理事会・総会
　⑤17:00～19:00  ホテル竹島に移動、風呂等の休憩
　⑥19:00～　 懇親会（畳敷大広間にて）
　⑦21:30～ ２次会・クラス会

観光 ５月２９日（日）８:３0～　愛知万博
　　　　　午後～　　自由行動・流れ解散

参加費　総会・懇親会（宿泊なし）本人 　　　　15,000円
　　　同伴者 　　　　 13,000円

　　　　同上　　　　（宿泊あり）本人 　　　　 　25,000円
　同伴者　 　 　　23,000円

　　　　観光（愛知万博入場料含む）本人・同伴者　 7,000円

◆クラス会に関する問い合わせ先◆
　トヨタ自動車（株）杉浦　務　（精密５８）

携帯TEL：090-4445-7761
E-Mail ：t_marusu@hm.aitai.ne.jp

平成17年度『愛知万博総会』のご案内

悠久会会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
さて、東海（三重，岐阜，愛知）支部にて開催させて頂くことになりました,
２００５年の悠久会全国総会の概要　についてご案内いたします。

ご周知のとおり、２００５年は愛知県で「自然の叡智(えいち)」をテーマに
日本国際博覧会が開催されます。（略称：愛知万博，愛称：愛・地球博）

この博覧会に協賛し、悠久会全国総会を『愛知万博総会』と銘打ち、
具体的なテーマとして

「私たちは地球に愛されて生きていることを知り、
　　　　　　地球に恩返しできる工業を考える。」を企画しました。

会場には、総会テーマに沿って　敢えて都会での開催を避けて、三河湾国定公園内の

『蒲郡市　竹島』で　海を眺めながら心行くまで仲間同士で語り合っていただく
設定としました。どうかたくさんの方がご参加いただきますよう よろしくお願い致します。

２）愛知万博総会の概要

１）ごあいさつ

３）会場へのアクセス
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万博総会実行委員会　委員長
東海支部　　　　　 支部長　（子４８） 梶　清金（200４年１０月６日更新）



正式名称） 2005年日本国際博覧会
愛 称） 愛・地球博 （EXPO 2005 AICHI, JAPAN）
テーマ） 自然の叡智（Nature`s Wisdom)
サブテーマ） １）宇宙、生命と情報

２）人生の“わざ”と智恵
３）循環型社会

開催期間）　2005年3月25日～9月25日（185日間）
会場）　　　名古屋東部丘陵（長久手町・豊田市、瀬戸市）

蒲郡市　竹島
長さ387メートルの橋で陸地と結ばれている蒲郡のシンボル『竹島』。
周囲620メートル、総面積19,000平方メートルの小島ながら、これまでの調査で65科238種の
高等植物の自生が確認されており、暖帯林特有の照葉広葉樹におおわれている様相は、
対岸のクロマツ林とは景観を全く異にしています。
　このような例は東海地方では他になく、『島全体が国の天然記念物』に指定されています。
島の中央部には、日本七弁財天のひとつであり、開運・安産・縁結びの神としても知られる
『八百富神社』があります。島の周囲には30分程で廻れる遊歩道があり、海と島の両方の景色が楽しめます。
4月上旬から6月下旬には竹島海岸で潮干狩も楽しめます。

ホテル竹島

全てのお部屋から三河湾に浮かぶ竹島をお楽しみいただけます。そして
湯船がガラス越しに三河湾とつながっているような気分を味わえる『展望大浴場』。
自然の鼓動をありのまま堪能できる『露天風呂』。どちらも『天然温泉』、どうぞごゆっくり。

ホテル竹島 展望大浴場 露天風呂

竹島 八百富神社

愛知万博

開発コンセプトは「人間の拡張」。未来社会の方向性とそれを実現するための様々
な未来技術の講演を予定しております。

★講演会ﾃｰﾏ）ﾄﾖﾀｸﾞﾙｰﾌﾟ館の
　　　　　　　　　未来ｺﾝｾﾌﾟﾄﾋﾞｰｸﾙ『 i-unit 』

★会場内移動に『IMTS』、
　会場間移動に『燃料電池ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾊﾞｽ』を導入

MTSは、最新のITS(Intelligent Transport Systems)技術を
用いて、専用道は無人で自動運転・隊列走行、
一般道は通常のバス同様にマニュアルで単独走行を行う
新交通システムです。
　鉄道などの軌道系交通システムの定時性・高速性・輸送力と、
路線バスの経済性・柔軟性を併せ持っています。
また、乗客にとっては乗り換え不要という利便性があります。


